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２ 教育相談について 

２－１ 教育相談の流れ 

(※1)プレイセラピー 

   自分の気持ちを言葉で表現する能力が十分育っていない場合など、遊びを通して対象児が気

持ちや考え、行動を表現したり、探索したりするカウンセリングの一つ 

(※2)関係機関 

子育て応援課、こども家庭センター「ふわり」、健康増進課、社会福祉課、こばと園、幼稚

園・保育園・認定こども園、県立特別支援学校、下都賀教育事務所、県南児童相談所、医療

機関 等 

(※３)コンサルテーション 

   異なる専門性をもって、よりよい支援について話し合うこと 

受付

•電話等で相談の申込みを受ける。

•相談の内容を大まかに聞き取る。

•初回面接の日時を決める。

初回面接

•相談の内容を詳しく聞き取る。

•主訴を把握し、支援方針を決める。

•担当者を決める。

教育相談

•面接やプレイセラピー(※1)等により相談を進める。

•必要に応じて、行動観察や検査等を行い実態を把握する。

•必要に応じて、関係機関（※2）を紹介する。

•必要に応じて、学校へのコンサルテーション(※３)やケース会議等への参
加を行う。

終結

•相談目標を達成し、相談者が自立的に生活を送れる見通しがついたら終結
とする。


